
γ − GPT
= 2.14 ×飲酒量+ 17.8 ×喫煙− 1.36 ×ギャンブル + 26.4

重回帰分析結果

相関係数

正負の符号が逆転
飲酒量、喫煙及びギャンブルの相関係数は全て正重回帰式

Excelの「データ分析」の「回帰」を用いて、
重回帰分析実行

この２列の相関が
0.90と良すぎる

符号逆転現象



𝑦 = 𝑎1𝑥1 + 𝑏1
𝑦 = 𝑎2𝑥2 + 𝑏2
𝑦 = 𝑎3𝑥3 + 𝑏3
𝑦 = 𝑎1𝑥1 + 𝑎2𝑥2 + 𝑏4
𝑦 = 𝑎1𝑥1 + 𝑎3𝑥3 + 𝑏5
𝑦 = 𝑎2𝑥2 + 𝑎3𝑥3 + 𝑏6
𝑦 = 𝑎1𝑥1 + 𝑎2𝑥2 + 𝑎3𝑥3 + 𝑏7

𝐴𝐼𝐶 = 𝑛 𝐿𝑁 2𝜋
𝑆𝑒
𝑛

+ 1 + 2 𝑝 + 2

𝑛：サンプルサイズ
𝑆𝑒: 残渣の平方和
𝜋：円周率
𝑝：説明変数の数

𝐴𝐼𝐶:赤池情報量基準(Akaike's Information Criterion)

・モデルの当てはまり度を表す統計量
・小さい数値ほどモデルに合っている

モデル

ここでは
𝑥1：飲酒量
𝑥2：喫煙
𝑥3：ギャンブル
𝑎𝑛: 係数

𝑏𝑛:切片

𝑦1_𝑖 = 𝑎1𝑥1_𝑖 + 𝑏１ = 2.59𝑥1_𝑖 + 30.8

𝑦7_𝑖 = 𝑎1𝑥1_𝑖 + 𝑎2𝑥2_𝑖 + 𝑎3𝑥3_𝑖 + 𝑏7

= 2.14𝑥1_𝑖 + 27.8𝑥2_𝑖 − 1.36 𝑥3_𝑖 + 26.4

モデルNo.1

モデルNo.7

𝑦𝑖

No.4適合度大

𝑆𝑒: 残渣の平方和

𝑆𝑒 = ෍

𝑖=1

20

𝑦𝑗_𝑖 − 𝑦𝑖
2

Excelの「データ分析」の「回帰」を用いて、
モデルN0.１〜７まで、総渡りで重回帰分析実行

𝑗:1〜7
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